
 

腸骨静脈ステントの局所圧縮負荷に関する耐久性試験方法（案） 

に係る御意見の募集の結果について 

 

 

令 和 ５ 年 1 1 月 2 7 日 

厚 生 労 働 省 医 薬 局  

医 療 機 器 審 査 管 理 課 

 

 

腸骨静脈ステントの局所圧縮負荷に関する耐久性試験方法（案）について、令

和５年６月５日から令和５年７月５日まで電子政府の総合窓口等において御意

見を募集しましたが、お寄せいただいた主な御意見等の概要とそれに対する厚

生労働省の考え方について、別添にとりまとめましたので、公表いたします。 

御意見、御質問をお寄せいただきました方々の御協力に厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

  



 

別添 

 

腸骨静脈ステントの局所圧縮負荷に関する耐久性試験方法（案）について 

No. 寄せられた御意見の概要 回答 

1 １枚目の３行目「および」は「及

び」のほうがよい。同１３行目の例

と同様に。 

「および」と記載された箇所を全

て「及び」に修正いたします。 

2 ２枚目の６行目「全て」と、４枚目

の１４行目「すべて」とは、どちら

かに字句を統一したほうがよい。 

法令における漢字使用は常用漢字

表によるものとなっており、平成

22 年の常用漢字表で「全て」が追

加されたことから、本試験法では

「全て」と記載いたします。 

3 ２枚目の最下行から３行上「別紙

１」は、何を指しているのか？ 

６枚目が別紙１であるため、６枚

目に別紙番号を追記いたします。 

4 ３枚目の６行目「(1)」は、何を指

しているのか？ 

３枚目 7 行目の式に式番号を追記

いたします。 

5 ４枚目の１行目「こと」は削除した

ほうがよい。他の箇所の例と同様

に。 

４枚目１行目「こと」を削除いた

します。 

6 ４枚目の１２行目の「g)」と「試

験」との間の空白は同１０行目等の

例と同様にしたほうがよい。 

「g)」と「試験」との間の空白を削

除いたします。 

 


